
   

少子化に関する意識調査研究

1．調査目的

　少子化の大きな要因として、結婚することや子どもを持つことに対する国民の意識の変化がある

ことを踏まえ、結婚することや子どもを持つことに対する国民の意識を体系的に把握し、今後の政

策の検討に資する。

２．調査の趣旨

〇　結婚や子育ての中心となる20～40代の男女を対象に、ライフステージ別に下図の７グループ

　を設定。

○　このライフステージ別分類は、何らかの意識要因等が働いて、

　「①若年独身」から「②継続独身」又は「③若年無子家族」へ、

　「③若年無子家族」から　「④継続無子家族」又は「⑤若年一人っ子家族」へ、

　さらに「⑤若年一人っ子家族」から「⑥継続一人っ子家族」又は「⑦複数子家族」に至っている

　という前提によるものである。

〇　これら①～⑦のグループ別に、意識要因（「結婚・家族意識」「育児意識」「就業意識」「家計・

　経済意識」「自己意識」「社会意識」）やライフスタイルの実態を比較・分析することにより、少子

　化を導く意識等の因果関係を把握する。

（報告書概要版）

⑦.複数子家族

①.若年独身

⑥.継続一人っ子家族

要因

③.若年無子家族

⑤.若年一人っ子家族

④.継続無子家族

要因

要因
②.継続独身



３．調査方法・対象及び調査内容

（１）調査対象とサンプル数

全国に居住する20～４９才の男女個人

本人年齢 妻年齢 集計数

1 若年独身 20～32才 － 150

2 継続独身 33～49才 － 150

3 若年無子家族 　 20～31才 150

4 継続無子家族 　 32～49才 150

5 若年一人っ子家族 20～49才 20～35才 150

6 継続一人っ子家族 　 36～49才 150

7 複数子家族 　 20～49才 150

8 若年独身 20～30才 － 150

9 継続独身 31～49才 － 150

10 若年無子家族 20～31才 － 150

11 継続無子家族 32～49才 － 150

12 若年一人っ子家族 20～35才 － 150

13 継続一人っ子家族 36～49才 － 150

14 複数子家族 20～49才 － 150

（２）調査方法

　郵送によるアンケート調査を実施。サンプルの抽出に当たっては、大都市・中都市・小都市・町

村の４区分の人口比率に応じて実施。

（3）調査内容

対象者の基本属性、結婚の状況と結婚意識、家族の状況と家族意識、子育ての状況と育児意識

就労状況と就業意識、家計の状況と経済意識、自己意識・社会意識、少子化についての考え方

（4）調査実施期間

郵送調査実施期間　　　　2004年２月16日（月）～３月２日（火）

（5）委託機関

株式会社　電通

　・調査内容等の検討のため、研究会を設置。

　〈委　員〉　　　

板本洋子氏（財団法人日本青年館　結婚相談所所長）

　 高橋重郷氏（国立社会保障・人口問題研究所　人口動向研究部部長）

山田昌弘氏（東京学芸大学教育学部　教授）

山本恵子氏（NHK報道局社会部　記者） （５０音順）
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　Ⅰ　「継続独身」と「若年独身」・「若年無子家族」の比較
1．結婚意識

○　結婚の意向について、男女とも、【若年独身】では「結婚意向なし」が１割弱である

　のに対し、【継続独身】では３割弱となっている。

図表1-1．結婚意向（単数回答）(基数：全体） (%)

○　結婚していない理由について、どのグループの男女とも、「適当な相手にめぐり合わ

　ないから」が最も高いが、【若年独身】では「経済力がないから」が、【継続独身】で

　は「親の扶養・同居の問題を抱えているから」が相対的に高い状況となっている。

　　また、【継続独身】の女性では、「義父母や親戚など人間関係が複雑になるから」が

　相対的に高い状況となっている。

図表1-2.　結婚していない理由（複数回答）（基数：婚約中を除く独身者） (%)
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○　結婚のよい点について、男女とも【継続独身】は、「好きな人と一緒にいられる」が

　相対的に低く、「社会的な信用が得られる」が相対的に高い状況となっている。

　　また、女性の場合には、「経済的な安定が得られる」も相対的に高い状況となってい

　る。

図表1-3．結婚のよい点（複数回答）(基数：全体） (%)
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若年独身男性 58.0  53.3  59.3  42.7  16.0  4.7  12.7  22.0  9.3  7.3  6.0  13.3  4.0  

継続独身男性 52.0  51.3  54.7  49.3  28.0  2.0  16.7  16.0  4.7  14.7  10.7  16.7  6.7  

若年無子家族男性 48.7  65.3  74.7  44.7  22.0  4.7  10.0  16.0  6.7  10.7  10.7  8.7  0.7  

若年独身女性 70.0  52.7  62.0  56.7  12.7  15.3  14.7  8.0  10.0  12.0  2.7  6.0  2.7  

継続独身女性 52.7  60.0  54.7  56.0  32.0  28.7  12.7  10.0  16.0  10.7  6.0  5.3  3.3  

若年無子家族女性 51.3  74.7  71.3  60.7  17.3  22.7  14.0  11.3  20.0  8.7  9.3  7.3  0.7  

○　結婚のよくない点について、男女とも【継続独身】は、「義父母や親戚など人間関係

　が複雑になる」及び「ストレスがたまる」が相対的に高い状況となっている。

図表1-4．結婚のよくない点（複数回答）(基数：全体） (%)
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　割弱、女性で７割の者が肯定しているが、【若年無子家族】では男女とも９割を超えて

　いる。

図表1-5．『結婚には喜びや希望を感じる』に対する意見（単数回答）(基数：全体）
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○　 『結婚したい人がいなければ無理に結婚することはない』に対する意見について、男

　女とも【継続独身】は、『女性の結婚』に関して６割の者が、『男性の結婚』に

　関して５割の者が肯定しているが、【若年無子家族】では、『女性の結婚』に関

　して７割の者が、『男性の結婚』に関して６割の者が肯定している。

図表1-6．『女性の結婚』『男性の結婚』への意見（単数回答）(基数：全体）
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○　結婚相手の条件について、どのグループの男女とも、「性格・パーソナリティー」

　及び「価値観・相性」が高い状況となっている。

　　また、特に【若年独身】の女性は、「家事・育児に対する能力・姿勢」が相対的に

　高い状況となっている。　　

図表1-7．結婚相手の条件(回答３つまで）（基数：全体） (%)
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継続独身男性 80.0  52.7  4.0  22.7  14.7  22.7  22.7  8.0  18.0  12.7  1.3  12.7  0.0  0.7  0.7  0.0  

若年無子家族男性 83.3  60.7  0.0  23.3  19.3  16.7  14.7  8.0  3.3  7.3  1.3  8.7  0.0  0.0  0.0  0.0  

若年独身女性 78.7  61.3  47.3  7.3  14.0  8.0  30.0  8.7  9.3  6.0  9.3  1.3  6.7  2.0  0.7  0.7  

継続独身女性 84.0  69.3  45.3  6.0  14.7  12.0  12.0  12.0  7.3  4.7  6.7  7.3  6.7  0.0  0.0  2.0  

若年無子家族女性 88.7  68.0  22.0  6.0  11.3  18.7  8.7  17.3  4.7  6.0  8.0  2.7  4.7  3.3  0.7  2.0  

２．就業意識

○　現在の仕事と私生活のバランスの状況について、【若年独身】及び【継続独身】

　は、男女間にほとんど差はないが、【若年無子家族】では、男性は「仕事中心」が

　７割、女性は「バランスのとれた生活」が６割弱で最も多く、男女間の差が顕著で

　ある。　
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図表2-1．現在の仕事と私生活のバランスの状況(単数回答）（基数：勤労者）
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３．自己意識・社会意識

○　価値観について、男女とも【継続独身】は、「「親孝行」や「恩返し」をすることは

　大事なことだ」という伝統的価値観が相対的に低い状況となっている。また、男性の場

　合は「自己の能力や生き方に自信を持っている」が相対的に低く、女性の場合は「個人

　の権利や自由を尊重することは大事なことだ」が相対的に低い状況となっている。

図表3-1．価値観（複数回答）(基数：全体） (%)
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若年独身男性 62.7  68.0  49.3  58.0  53.3  36.7  28.7  17.3  21.3  22.0  12.7  10.0  5.3  5.3  

継続独身男性 58.7  67.3  40.0  49.3  51.3  46.0  34.7  22.0  23.3  14.0  15.3  6.0  4.7  1.3  

若年無子家族男性 77.3  70.0  42.0  60.7  50.7  39.3  27.3  22.7  20.0  20.0  5.3  11.3  2.7  2.7  

若年独身女性 80.7  70.7  59.3  53.3  57.3  37.3  20.0  14.7  10.7  12.7  3.3  8.7  4.0  0.7  

継続独身女性 64.7  68.7  55.3  38.7  48.0  37.3  25.3  10.7  11.3  10.0  7.3  4.7  0.7  2.0  

若年無子家族女性 82.7  54.0  50.7  57.3  56.7  36.0  23.3  10.7  7.3  15.3  5.3  12.7  1.3  0.0  

○　現在及び将来の不安について、 男女とも【継続独身】では｢自分の健康・病気」、「

　老後の生活」及び「親の介護｣という“自分に直接関わること”が相対的に高い状況と

　なっている。

図表3-2．現在及び将来の不安（複数回答）(基数：全体） (%)

各グループN=150　
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若年独身男性 44.0  48.7  29.3  51.3  28.0  35.3  26.0  50.0  4.7  23.3  47.3  14.0  2.7  32.0  15.3  

継続独身男性 42.0  68.0  44.7  43.3  38.7  40.7  35.3  38.0  10.7  33.3  29.3  20.7  2.7  35.3  17.3  

若年無子家族男性 56.7  51.3  39.3  54.7  30.0  32.7  45.3  40.0  10.7  29.3  28.7  20.0  22.0  6.0  20.7  

若年独身女性 52.0  52.0  40.0  39.3  39.3  34.7  26.7  31.3  5.3  18.7  51.3  17.3  34.7  50.0  6.0  

継続独身女性 67.3  66.0  64.0  42.7  55.3  39.3  27.3  34.7  11.3  27.3  30.0  18.0  19.3  34.0  8.0  

若年無子家族女性 66.0  44.7  50.7  43.3  37.3  39.3  38.0  30.7  9.3  21.3  14.0  23.3  60.7  4.7  3.3  


